
水田雑草を減らす 
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お申し込みは 笠間市役所 農政課まで  ※お名前、ご住所、お電話番号をお伝えください
電話 0296-77-1101（内）542 ／ ＦＡＸ 0296-77-1146
E-mail nogyoorg@city.kasama.lg.jp 申込多数の場合は抽選となります。

参加無料・要申込

笠間市 水稲有機栽培技術講習会 

※午前／午後どちらかだけでも参加可能です
※有機栽培に取り組み経験のない方、
笠間市外在住の方でも参加可能です

主催：笠間市環境農業推進協議会 ／ 運営：一般社団法人 次代の農と食をつくる会

民間稲作研究所の取り組みに学ぶ

午前：実証圃場視察会 10:00～12:10 
市内の3ヶ所の実証圃場を車乗り合わせで巡回します。
定員：20名

午後：座学講習会 14:00～16:00
会場：友部公民館 視聴覚室（笠間市中央三丁目3番6号）
定員：40名

実証圃場視察会＋講習会 第４回

秋処理技術



【講習会に関するお問合せ先】
〒107-0052 東京都港区⾚坂3-19-1 東京農村ビル4F ⼀般社団法⼈ 次代の農と⾷をつくる会

電話︓050-8893-0203（事務局 担当︓⼯藤） kudo@jidainokai.com
※できるだけメールでのお問い合わせにご協⼒をお願いします。

令和６年２月に新たに設立された笠間市環境農業推進協議会では、
３名の市内生産者の協力のもと、水稲有機栽培の実証試験をおこ
なうことになりました。

令和5年11月の講習会で講師を務めた、NPO法人民間稲作研究
所の川俣文人氏を引き続きお招きし、参加者とともに実証圃場を
巡回しながら技術解説や実演、実証圃場へのアドバイスや質疑応
答を実施しています。

第4回となる今回は、これまでの実証圃場の取り組みを振り返り
つつ、次年度の生産に向けて稲刈り後の水田雑草を減らす秋処理
技術について学んでいきます。

過去3回の講習に参加されていない方でも問題なくご参加いただ
けます。また、有機栽培が未経験の方でも参加可能です。農薬や
化学肥料の使用量を減らすことや、有機栽培への一部転換にご興
味のある方は、お気軽にお申し込みください。

当会は循環型の省力・低コストの有機農業技術の研究開発を行ってきました。温湯消毒機の開発
を始め、有機培土や有機発酵肥料の開発、コシヒカリの有機種子の生産、イネ―麦ー大豆などの
輪作による低コストの有機法の確立を行っています。大豆の窒素固定能力や生物の多様性を活用
した病害虫の防除技術など自然環境を活かし利用することで、主食である米・麦・大豆・油脂作
物を効率よく、低コストで生産する方法を研究しています。
（NPO法人有機農業参入促進協議会HPより引用）

NPO法人 民間稲作研究所について

講師：川俣 文人 氏 （NPO法人 民間稲作研究所 常任理事）

2004年 岩手大学農学部卒
2006年 NPO法人民間稲作研究所 入所
2016年 同 退職
2016年 新規就農、現在に至る

笠間市 令和6年度 水稲有機栽培実証圃場の取り組みについて


